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研究成果の概要（和文）： 

ルーマニアにおける南カルパチア山脈の北向き斜面では、ヒツジの二重移牧が行われている。

社会主義体制の崩壊後、土地荒廃は持続していた。しかし、2005年ごろをピークとし、その後、

ヒツジの頭数は減少した。EU 加盟後の 2007 年以降は、土壌侵食が発生した場所においても

植物の回復が見られた。二重移牧の夏の宿営地である山頂部においては、草地への樹木の進入

が 20 年前から発生していることがわかった。即ち、山頂部へは、社会主義体制の崩壊直後か

ら、少数のラムだけを連れていくだけになっていたことがわかった。今後は、二重移牧の型が

次第に変化し、消滅する可能性があることがわかった。 

 

研究成果の概要（英文）： 
On the north-facing slope of South Carpathian Mountains, intermediate-stationed 

transhumance of sheep has been seen as tradition since the time of Socialist Regime. 
Land degradation occurred after 1985 and continuously had been seen by 2005, in the 
areas with altitudes of 1000m a.s.l. 

Since EU joining in 2007, land degraded areas have covered by grass gradually in 
the parts with altitudes of 1000m a.s.l. 
     On the top of mountains around 2000m, only small number of lambs has moved 
in summer, during the 20 years. As a result, the trees invaded into grass land. This is 
an evidence of degradation of inter mediate transhumance of sheep. 
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１．研究開始当初の背景 

ルーマニアとブルガリアは 2007 年 1 月に

EU に加盟した。ルーマニアにおいては、

2003-2005 年にカルパチア山地北向き斜面で

おこなった現地での聞き取りの調査の結果、

ヒツジの頭数の増加により、著しい土地荒廃

が起こっていると結論されていた。 

 

２．研究の目的 

(1) EU加盟によって両国のヒツジの移牧がど

のように変化しているのかを知る。 

(2) 地生態系の変化からこれまでのヒツジ

の移牧の変化を明らかにする。 

(3) 今後の持続的発展のため、地生態系とヒ

ツジの移牧とのバランスのとれた生産性を

探る。 

 

３．研究の方法 

(1) 土壌侵食は定点で年々の計測を行ない

比較した。 

(2) Cindrel 山地山頂部における、ヒツジに

よる草地へのストレスの強弱を知るために、

コドラート法による植生調査を行なった。 

(3) 1960 年撮影と 2005 年撮影の Cindrel 山

地山頂部の空中写真を比較して、植生の変化

を明らかにし、ヒツジの頭数の変化の推定に

これを用いた。 

 

４．研究成果 

カルパチア山地北向き斜面を利用したヒ

ツジの移牧の頭数は、社会主義体制崩壊、EU

加盟を経て、次のように変化したことがわか

った。 

(1) 聞き取りによっては不明であったヒツ

ジの移牧の変貌を、植生調査から明らかにし

た。夏の宿営地である約 2000m の高地へ連れ

ていくヒツジは社会主義崩壊直後から激減

した。このことは草地への樹木の進入として

現れていた。 

(2) 基地となる母村（約 1000m）においては、

社会主義体制下で土地荒廃が最も進行して

いった。即ち、ヒツジの頭数は最大に達して

いた。その後、自由経済体制下ではヒツジの

頭数が減ったが土壌侵食は続行していた。こ

の状態は EU 加盟前後、急速に改善され、土

壌侵食地には草が侵入し始め、ヒツジの移動

による侵食のあと、約 5年で草地が回復し始

めることがわかった。 
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